
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
訓
練
修
了
者
等
対
象
者
一
人
に
つ
き
九
十
五
万
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者

一
人
に
つ
き
九
十
六
万
五
千
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
四
万
五
千

円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
六
万
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人

に
つ
き
八
十
五
万
五
千
円
）

に
つ
き
七
十
一
万
二
千
五
百
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
訓
練
修
了
者
等
対
象
者
一
人
に
つ
き
九

十
五
万
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
九
十
六
万
五
千
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修

了
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
四
万
五
千
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き

百
六
万
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
八
十
五
万
五
千
円
）

（
削
る
）

六

第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ

の
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主

訓

練
修
了
者
等
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
二
万
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
四
万
円
、
母
子
家
庭

等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
十
四
万
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
特
定
訓
練
修

了
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
十
六
万
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
九
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ

つ
て
は
、
訓
練
修
了
者
等
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
二
十
万
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
二
十

二
万
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
三
十
二
万
円
、
母
子
家
庭
等
の
母

等
で
あ
る
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
三
十
四
万
円
、そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
八
万
円
）

四

第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ

の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主

訓
練
修
了
者
等
対
象
者
一
人
に
つ
き

五
十
四
万
六
千
二
百
五
十
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
五
十
五
万
三
千
七
百
五
十
円
、
母
子
家

庭
等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
五
十
九
万
三
千
七
百
五
十
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で

あ
る
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
万
千
二
百
五
十
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
四
十
九

万
八
千
七
百
五
十
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
訓
練
修
了
者
等
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
一
万
七

千
五
百
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
二
万
五
千
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修

了
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
六
万
五
千
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ

き
六
十
七
万
二
千
五
百
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
五
十
七
万
円
）

七

第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ

の
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
生
産
性
要
件
に
該
当
し
な
い
事
業
主

訓
練
修
了
者
等
対
象
者
一
人
に
つ
き
五
十
四
万
六
千
二
百
五
十
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
五

十
五
万
三
千
七
百
五
十
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
五
十
九
万
三
千
七

百
五
十
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
万
千
二
百
五
十
円
、
そ

の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
四
十
九
万
八
千
七
百
五
十
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
訓
練
修
了
者

等
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
一
万
七
千
五
百
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
二
万
五
千
円
、

母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
六
万
五
千
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ

る
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
七
万
二
千
五
百
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
五
十
七
万

円
）

（
削
る
）

八

第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ

の
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主

訓

練
修
了
者
等
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
九
万
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
七
十
万
円
、
母
子
家

庭
等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
七
十
五
万
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
特
定
訓
練

修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
七
十
六
万
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
三
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主

に
あ
つ
て
は
、
訓
練
修
了
者
等
対
象
者
一
人
に
つ
き
七
十
八
万
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
七

十
九
万
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
八
十
四
万
円
、
母
子
家
庭
等
の
母

等
で
あ
る
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
八
十
五
万
円
、そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
七
十
二
万
円
）

２

第
百
十
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
項
第
一
号
か

ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
円
（
中
小
企
業
事
業
主
」
と
あ
る
の
は
「
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の

事
業
所
に
つ
き
七
万
千
二
百
五
十
円
（
中
小
企
業
事
業
主
」
と
、「
円
）」と
あ
る
の
は
「
円
及
び
当
該
措
置
が
実

施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
九
万
五
千
円
）」と
す
る
。

２

第
百
十
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
項
第
一
号
、

第
三
号
、
第
五
号
及
び
第
七
号
中
「
円
（
中
小
企
業
事
業
主
」
と
あ
る
の
は
「
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ

た
一
の
事
業
所
に
つ
き
七
万
千
二
百
五
十
円
（
中
小
企
業
事
業
主
」
と
、「
円
）」と
あ
る
の
は
「
円
及
び
当
該
措

置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
九
万
五
千
円
）」と
、
第
二
号
、
第
四
号
、
第
六
号
及
び
第
八
号
中
「
円

（
中
小
企
業
事
業
主
」
と
あ
る
の
は
「
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
九
万
円
（
中
小

企
業
事
業
主
」
と
、「
円
）」と
あ
る
の
は
「
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
十
二
万
円
）」

と
す
る
。

（
削
る
）

３

附
則
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
展
開
等
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
対
象
と
な
る
訓

練
（
同
条
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
が
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ

に
規
定
す
る
年
間
職

業
能
力
開
発
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
、
当
該
年
間
職
業
能
力
開
発
計
画
に
基
づ
き
開
始
し
た
も

の
に
限
る
。）を
修
了
し
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
訓
練
修
了
者
」
と
い
う
。）を
第
百
十

八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ

若
し
く
は

の
措
置
に
よ
り
転
換
し
た
場
合
又
は
同
号
ハ

若
し
く
は

の
措

置
に
よ
り
雇
い
入
れ
た
場
合
に
お
け
る
同
項
の
正
社
員
化
コ
ー
ス
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
訓
練

修
了
者
を
第
一
項
に
規
定
す
る
訓
練
修
了
者
と
み
な
し
て
、
前
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
一
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
九
年
三
月
三

十
一
日
」
と
、「
第
百
二
十
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
又
は
附
則
第
三
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
附

則
第
三
十
五
条
第
一
項
」
と
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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